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慢性肝疾患の進行度は，肝生検，すなわち細径針

で生体肝から直接組織片を採取する手技を用い，得

られた組織から病理組織学的に診断されるのが一般

的である。従来この方法が最も信頼性の高い診断法

と認知されているが，肝生検は高い侵襲性を持つた

め，より安全で正確な診断法の開発が臨床的に重要

な課題である。また病理組織学的診断は，肝組織の

構造上の乱れを視覚的に認識する手法であり，診断

医の主観や，診断医間の経験の差が診断に介入しう

るという問題点を内包する。

一方近年の医用画像の高詳細化によって，各分野

でこれまでにない精密さでの画像診断が可能になっ

てきている。肝臓病領域においてもその進歩は目覚

しく，特に造影剤を用いて撮影された高詳細CT画

像は，ある部分において病理組織診断を代替しうる

可能性を持つと考えられる。

画像診断は病理組織診断と比較して侵襲性が低く

安全である一方で，病理組織診断同様，医師の経験

や診断能力に影響を受けやすい，主観的な側面を持

つ診断法である。このためCT画像から肝線維化の

程度を定量的に評価することは現状では困難であ

る。

実際の臨床の場においで慢性肝疾患の進行度診断

が行われる場合，肝生検はその侵襲性から施行され

る症例が限られているため，画像所見や血液検査所

見から経験的に類推されることがほとんどである。

本研究では，慢性肝疾患に伴う肝臓の構造の変化

を反映する因子として，血管構造の乱れに着目し，

コンピュータを用いてこれを客観的に構造解析する

ことにより，慢性肝疾患の安全で正確な診断法を医

師に提供することを目的とした。

医用画像処理を用いた診断支援は，近年多くの研

究者によって活発に研究されている。本研究に近い

研究として，CT画像からの肝臓領域抽出法や肺部

CT画像からの肺血管抽出法などが提案されている。

また，MRIを用いた肝硬変進行度推定法も報告され

ている。しかし，肝臓領域抽出法や肺血管抽出法は

肝痛を対象とした研究である。また，肝硬変進行度
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